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概要

このガイドでは、Automation Calculator を使用して、環境全体に自動化がどのようにデプロイメ
ントされるか、およびそれに関連する節約を評価する方法を説明します。Automation Calculator
はデフォルト値に基づいて合計節約額を出しますが、実際の数に基づいてコスト分析を調整できま
す。
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化
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https://www.redhat.com/en/blog/making-open-source-more-inclusive-eradicating-problematic-language


RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
このドキュメントを改善するための提案がある場合、またはエラーを見つけた場合は、テクニカルサ
ポート (https://access.redhat.com) に連絡し、docs-product コンポーネントを使用して Ansible
Automation Platform Jira プロジェクトで Issue を作成してください。
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第1章 AUTOMATION CALCULATOR について
Automation Calculator は、グラフ、メトリックス、および計算を提供し、自動化プロセスにおける投
資の合計節約額の決定を支援します。

自動化による節約

自動化による節約は、サーバーの導入などのタスクを手動で実行する時間とコストを、同じタスクの自
動化に関連する時間とコストと比較して分析することで得られます。自動化による節約の計算は、環境
内のすべての組織、クラスター、ホスト、およびテンプレートに及びます。より正確な計算を行うため
に、独自の推定コストを追加します。

注記

初期合計節約額は、各変数のデフォルト値に基づいています。

変数

コストの評価には、いくつかの変数が使用されます。

Manual cost of automation - 中間レベルのリソースがタスクまたは一連のタスクを実行するた
めの概算コスト

Cost of automation - ジョブテンプレートとしてのタスクの自動化に関連するコスト

Automation time - ジョブテンプレートの実行に必要な時間

Number of hosts - テンプレートが実行されるインベントリー内のホストの数

自動化式

自動化による節約は、以下の式に基づいています。

Manual cost per template = (1 つのホストでの手動実行の時間 x (ジョブ実行全体における全ホ
ストの合計)) x 1 時間あたりのコスト

Automation cost per template = 1 時間あたりの自動化コスト x テンプレートの合計経過時間

Savings = すべてのテンプレートにわたる (手動コスト - 自動化コスト) の合計

1.1. 自動化による節約の計算

Automation Calculator は、変数ごとの推定値に基づいてデフォルトの合計節約額を算出します。

この計算を調整するには、より具体的な組織のコスト情報を提供し、上位の各テンプレートの時間値を
調整します。各フィールドを編集すると、合計節約額が動的に更新されます。

注記

自動化による節約の計算は、Red Hat Automation Analytics に保存されません。

自動化による節約を計算するには、以下を行います。

1. Calculate your automation で、次のコスト情報を入力します。
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a. 手動プロセスコスト

b. 自動化プロセスコスト

2. Top templates で以下を実行します。

a. 上位テンプレートの時間値を調整して、テンプレートによって自動化される各タスクの手
動実行にかかる時間を指定します。

各フィールドに入力した情報に基づいて、合計節約額 が更新されます。

1.2. 上位テンプレート

Top templates には、環境内のすべてのホストで最も頻繁に実行される 25 個のテンプレートがリスト
されます。テンプレートは、実行回数が最も多い順に降順に表示されます。テンプレートによって自動
化されたタスクを手動で実行するのにかかる時間を、実行合計の隣のフィールドに入力して、より正確
な合計節約額を算出できます。デフォルト値は 60 分に設定されています。

1.2.1. 上位テンプレートのキュレート

各テンプレートの切り替えスイッチを使用して、棒グラフでテンプレートを表示または非表示にし、特
定のテンプレートに基づいてパフォーマンスと節約を比較できます。

各テンプレートの切り替えスイッチをクリックして、表示または非表示にします。

Automation Calculator の棒グラフが更新されて、選択した上位テンプレートが表示されます。Total
savings がそれらのテンプレートに基づいて計算されます。

1.2.2. テンプレートの詳細の表示

Top templates で各テンプレートの詳細情報を表示して、自動化による節約の計算におけるテンプレー
トのコンテキストの詳細を確認できます。

ジョブテンプレートの Info アイコンをクリックして、テンプレートの詳細を表示します。

表示される上位テンプレートの情報は次のとおりです。

Total elapsed sum - テンプレートの合計実行時間

Success elapsed sum - 成功したテンプレート実行の合計実行時間

Failed elapsed sum - 失敗したテンプレート実行の合計実行時間

Automation percentage - 組織内の自動化のうち、テンプレートによる自動化が占める割合

Associated organizations - テンプレートが実行される組織

Associated clusters - テンプレートが実行される Ansible Tower クラスター
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